
MATLABの使い方

第５回：データの入出力

まとめページ：
http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/plaene/koukai/purakaku85/tsukaikata/

http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/plaene/koukai/purakaku85/tsukaikata/


第４回の復習

・for, while, if, switch, try/catch
文の利用

今回：
ファイルデータの入出力について

基本的なプログラムの作成が可能

⇒

http://www.mathworks.com/access/helpdesk_archive_ja_JP/r13/help/toolbox/matlab/ref/index.html?/access/

helpdesk_archive_ja_JP/r13/help/toolbox/matlab/ref/func_b27.html&http://www.mathworks.com/access/help

desk_archive_ja_JP/r13/help/toolbox/matlab/ref/func_by__tocframe.html#5702

☆１



データの読み込み

load：MATファイルやその他ファイルの読み込み

dlmread：ASCIIファイルの読み込み

csvread：カンマ区切りファイルの読み込み

textread：テキストファイルの読み込み

xlsread：Excelファイルの読み込み

imread：画像ファイルの読み込み

aviread：AVIファイルの読み込み

☆３

詳細はhelpまたは
「MATLAB 関数名」で検索

・全て数字の配列データはloadを試す

・オシロスコープのデータは拡張子がcsvならcsvread, 
その他ならdlmreadを使うのが吉

これ以外の関数も多数

半角スペース



例：dlmread

2行目以降に数字の格納されたカンマ
区切りのテキストファイル’0mm.txt’

data=dlmread(‘0mm.txt’,’,’,1,0)

・区切り子（delimiter）がスペースのとき
は半角スペースで’ ‘とする

・csvreadは区切り子の指定の必要無し

R=1, C=0

help dlmread

↑
ファイル名

↑
デリミタ

R, C

☆３

・・・



データの書き出し

save：MATファイルへ書き出し（後述）

dlmwrite：ASCIIファイルへ書き出し

csvwrite：カンマ区切りファイルへ書き出し

☆３

a=[1:3;2:4;3:5];

dlmwrite('fnm.txt',a,' ');

csvwrite('fnm.csv',a);

EmEditor Free: 非常に高性能な無料エディタソフト
http://jp.emeditor.com/modules/download2/rewrite/tc_5.html

他にもいろいろな関数あり

カレントディレクトリに保存される



MATファイル
・save関数により作成されるMATLAB専用ファイル

・load関数により読み出し a=1; b=2; c=3;

save; clear all; load;

who; % 変数の表示

変数を全て消去した後呼び出し

何度も使う数十MBの重たいデータファイルは
MATファイルで保存しておけば読み出しが高速

☆２


